
経済論叢別冊 調査と研究 (京都大学)第20号,2000年10月

(中国経済の数量分析Ⅱ)

新彊ウイグル自治区計量経済モデルの構造と

シミュレーション

大 西 広

は じ め に

本稿は中国新彊ウイグル自治区を対象とする

計量経済モデルの第 1次モデルの構造とシミュ

レーション結果について説明することを目的と

している｡ ここではまず,こうした特殊地域の

計量モデルを構築する意義について述べたい｡

その第一は,中国の省や自治区が ｢国｣の規

模を持つ大きな経済単位 として存在するという

ことである｡ 中国の省や自治区はその平均人口

は3600万人で,これは台湾やオース トラリアの

倍の規模を持つ｡ また,この当該地域新彊ウイ

グル自治区も約2000万人の規模を持っている｡

｢地域｣というよりは ｢国｣として理解し,し

たがって独自のマクロモデルを構築していく必

要がある｡

また第二に,中国の各省はかなり経済単位と

して独立しているという問題もある｡ たとえば,

上海のタクシーがすべて上海フォルクスワーゲ

ン製のものであることに表れているように,各

省は各省で自省中心に経済政策を組み立て,独

自に動いている側面が大きい｡こと新道ウイグ

ル自治区に関する限りは,省内からの財政収入

より中央政府からの財政補助の方が一貫して大

きいといったような中央依存体質もあるが,ま

ずは中国の各省がかなり独立しているのだとい

うことを理解されたい｡本モデルは新選統計年

鑑のデータを基本に自治区モデルを構築したも

のであるが,他省の統計年鑑も基本的に新選統

計年鑑と同じ統計項目を表記 している｡ これは

中国の各省統計年鑑はすべて (国家続計局の外

郭団体である)中国統計出版社という同一の出

版社から出されていることにもよるが,ともか

くそのために,本新彊自治区モデルは今後中国

各省で同様のモデルが構築されていくひな型と

もなりうることを示している｡これまで,中国

にはこのタイプの省別マクロ計量経済モデルが

作られたという報告がない｡今後のこの分野の

発展の出発点として本モデルが位置付けられる

ことを期待 している｡

さらに第三に,新彊自治区独自の意義につい

ても述べておきたい｡中華世界に暮 らす同じ

｢少数｣民族として日本人は新蛋自治区に常に

強い親近感をいだいて来たが,そうでなくても,

現在は日本のシルクロード外交-中央アジア外

交にとってのひとつのポイントとしての重要性

を持っている｡ また,中国サイドから見ても,

①現在大きなキャンペーンの最中にある ｢西部

大開発｣のひとつの対象地域であること,②少

数民族問題もかかわって経済成長が緊要の課題

となっていること,③石油や天然ガスといった

第一級の戦略物資の供給源であること,④中国

にとっても対中央アジア外交の根拠地としての

役割を果たし得る地域であることといった特別

の重要性を持っている｡ この④については,筆

者のウイグル族共同研究者のアプリキム ･ハサ

ン氏も ｢『西の香港』めざす新彊自治区モデル｣

『経済科学通信』第84号,1997年で強調 してい

る点である｡ 鮮卑族の漠化以降,ウイグル族は

東端の トルコ系民族となっているが,タジキス

タンを除く中央アジア諸国は実はすべて トルコ

系民族の国家であり,ウイグル族もまた トルコ

系民族として兄弟意識を持っている｡ もちろん

言語もほぼ同一であり,それが中国にとっての
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対中央アジア外交の根拠地としての位置を持ち

得る根拠 となっている｡ 現在 も,中央政府の

｢西部大開発｣キャンペーンの一環として ｢中

国新彊与中亜問題研究中心｣というものが新濃

大学に設置準備されつつある｡ 筆者もその兼職

研究員となる予定である｡上記のような位置づ

けを新彊ウイグル自治区が与えられつつあるこ

とを意味している｡

したがって,この最後の意味で筆者はこのモ

デルは中央アジア各国との国際連結計量経済モ

デルに発展されなければならないものだと考え

ている｡ 国際連結計量経済モデルは筆者として

はすでに,｢京大環太平洋モデル (KYPAC)｣

として経験を積んでいる1)｡本稿モデルはその

ための第 1次モデルと理解されたい｡

Ⅰ モデルの構造について

以上の意義を持つ新彊ウイグル自治区モデル

(第 1次モデル)は,新彊統計年鑑の公表デー

タを基本に用いるということ,および上述③の

理由から,工業部門は統計上産業分割が可能な

｢独立採算部門｣を5つに分割した｡この ｢独

立採算部門｣は国有企業,郷鎮企業,私営企業

などほとんどの部門を包括するが,外資を含ま

ない｡したがって,ほぼ国内工業企業は5分割

するが,他方の外資は一本となっているものと

理解できる｡ その結果,第一次産業部門 (A),

農産品加工軽工業部門 (IL1),非農産品加工

軽工業部門 (IL2),採掘量工業部門 (IHl),

原料重工業部門 (IH2),加工重工業部門 (IH3),

建設業部門 (C),商業部門 (M),運輸業部門

(T)の9産業への分割を基本とし,さらに第

一次産業は農業 (Al)と牧畜業 (A2)に二次

分割 している｡外資工業は完全に外生変数と

なっているが,予測の際には分析の対象となっ

ている｡また,これらの部門別生産は労働者数

と資本ス トックを説明変数とする生産関数とし

て推計するのを基本としたが,第 1次産業部門

1) その全貌は大西広 『環太平洋諸国の興亡と相互依存一

京大環太平洋モデルの構造とシミュレーション』京都大

学学術出版会,1998年参照｡

第20号 (2000.10)

では生産関数の説明変数を少し変更し,また建

設業,商業,運輸業は需要決定方式で生産を導

いた｡総生産はこれらの総和として決定されて

いる｡

なお,統計年鑑は1989年からしか出されてい

ず,自治区成立40年を記念して出版された 『新

彊40年』(中国統計出版社,1995年)でも1989

年以前に延長不可能なデータもあった｡具体的

には,上記 5工業部門の資本ス トック,減価償

却,労働者数2)であり,この5部門工業の設備

投資データは各部門の資本ス トックデータおよ

び,減価償却のデータから逆算 して推計 した結

果,さらに1期データは減少し,1990年以降の

ものとなっている｡ データの制約が年々1年ず

つ解消すること,本モデルは将来の国際連結計

量経済モデル構築の第一ステップだという意味

で理解いただきたい｡これらのデータ以外はす

べて少なくとも1984年以降はそろっている｡ し

たがって,上記一部変数の関わる関数以外はす

べて1984年から1998年 (最新データ)を推計期

間としている3)｡これら年鑑に公表されている

数字も,全国の統計基準が1993年からSNA方

式に転換されたことと関わって一部データに時

系列的な接続性の悪いものがある｡ これは方程

式推定時に AFTER93(1993年以降は 1,そ

れ以前は0)というダミー変数を入れて調整

した｡

また,推計 に使用 した ソフ トウェアは

ECONOMATE2000である｡ このソフトウェ

アの制約上,線形,対数線形の OLS推計,コ

クラン･オーカット方式の ARl推計から最も

良いものを選び,右上がりの時系列データに特

有の分散不均一に対処する必要を感じたものに

は対数線形を基本とした｡

2) この工業 5部門毎の労働者数は 『新産統計年鑑』や

『新彊40年』に直接表記されていないため,工業細分類

の当該データを5部門に集計 して求めている｡また,工

業 5部門毎生産額は 『新垂40年』にはあるものの,『新

彊統計年鑑』にはない｡そのため,同様の部門集計を

1995年以降は行っている｡

3) 四半期データ,月次データはこれらの統計年鑑には公

表されていないため,すべて年次データで推計 している｡
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以下では上記方針の下で推計 した各方程式を

後掲の方程式リス トにそってブロック毎に説明

する｡ なお,後掲の方程式 リス トでは,OLS

および Orcuttは推計方法を示し,(1984-1998)

などは推計期間,R<2は自由度修正済み決定係

敬,sDは標準誤差,DW はダービン･ワトソ

ン比,ROはコクラン ･オーカット法推計時の

残差の自己相関係数である｡

1 マクロ･ブロックの諸方程式

まず,9つの産業部門に入る前のマクロ諸変

数の方程式群についてである｡ 方程式 1は各産

業部門の生産から総生産を導 く統計式である｡

部門分割時の ｢生産｣ と ｢総生産｣の定義のず

れから単純な足 し算では後者を導けないように

なっている｡

また,家計消費は総労働者報酬で,総労働者

報酬は総生産で導かれている (方程式 2および

3)｡総投資は,工業部門の総投資とその他の

投資の和 として導かれる (方程式 4)が,｢そ

の他の投資｣は ｢その他｣の総生産の関数とし

て決定した (方程式 5)｡

マクロ ･ブロック最後のエネルギー需要方程

式 (方程式 6)は,本自治区がエネルギー生産

に重要な役割を果たしているので,そのエネル

ギー供給方程式が書けた際に,エネルギー供給

-エネルギー需要の形で,エネルギー移出面で

中国本土にどのような貢献ができるかを導 く目

的で導入されている｡ ただし,本バージョン1

モデルでは適当なエネルギー供給方程式を兄い

だせていない｡バージョン2モデルの課題とし

たい｡

2 第一次産業ブロック

第一次産業は農業,牧畜業,水産業,林業に

よって成 り立ち,それぞれの構造は大 きく異

なっている｡ そこで,生産関数の特定化におい

ては,本自治区の場合にとくに重要な農業,牧

畜業をそれぞれ別々に導 くこととした｡すなわ

ち,農業については,生産要素として重要な耕

地面積,農業労働力,農業機械を方程式 7およ

3

び8の形で原因変数とすることとした｡また,

牧畜業においては食肉生産をもって牧畜業生産

の説明変数とし (方程式 9),その食肉生産量

は牧畜の存在総量によって決まるとした (方程

武lo)｡

なお,第一次産業を厳密に決定するには水産

業と林業の生産額を決める必要があるが,それ

を省略するために方程式11の統計式を導入して

いる｡ また,方程式12は,これら第一次産業の

仝労働力を仝第一次産業生産で説明するための

方程式である｡

3 工業ブロック

先にも書いたように,この工業ブロックは5

部門分割されている｡ そして,この 5部門の生

産関数は,うまく推計されなかった採掘重工業

(IHl)部門を除き,資本と労働を説明変数 と

する村数線形関数を基本とした｡この内,農産

品加工軽工業部門,非農産品加工軽工業部門,

加工量工業部門の3部門では,規模に関する収

穫一定を仮定して推計しているが,原料重工業

部門ではこの仮定がなくても規模に関してほぼ

収穫一定であるという推計結果となっている

(方程式13-18)｡

そこで,モデルではこれら生産関数中の資本

と労働をそれぞれどう決定するかが問題となる

が,まず資本の方は,後に決定される各部門別

の実質投資と外生変数として導入している各部

門別の名目原価償却から定義式として導いてい

る (方程式19-23)｡そして,その投資につい

ては,各部門が経済改革の圧力下に最適資本労

働比率に調整して行 く過程だという理解から,

当該期の資本労働比率が高ければ投資額は縮小

し,逆ならば逆というような特定化となってい

る (方程式25,26,28,29)｡ ただし,ここで

も採掘重工業 (IHl)部門はこの特定化でうま

く推計できず,ただ生産額のみの関数として投

資額を導いた (方程式27)｡なお,方程式24は

それら5部門別の投資額の総和として仝 ｢独立

採算工業部門｣の投資を決定する定義式である｡

また,もう一方の労働者数についてはすべて
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前期の生産額から決定されるようにした (方程

式30-34)｡ただし,ここ1997,8年から本格化

したリス トラの流れによって非農産品加工軽工

業部門や加工量工業部門では労働者数が目立っ

て減少 している｡ そのことはダミー変数によっ

て表現 した｡

4 建設業ブロック

建設業は ｢資本ス トック｣のデータがないた

め,建設需要が建設業生産額を決めるという方

式を採用 し,｢建設需要｣としては,仝社会固

定資産投資と全社会住宅建設を説明変数とした｡

この後者の説明変数は前者の一部を構成するが,

前者には輸送機械や生産設備なども含まれる｡

したがって,その需要としての建設業への波及

効果には違いがあるはずなので,その効果の違

いを推定するために両変数を説明変数としたも

のである｡ 予想通 り,住宅建設のパラメーター

はプラスに推計され,一般の設備投資よりも効

果の大きいことが明らかとなった (方程式35)｡

また,労働者数については生産の増加関数と

してのみ特定化 した (方程式36)｡

5 商業ブロック

商業ブロックも資本ス トックデータがないの

で,生産は需要の 2大分類 としての総家計消費

と総投資を説明変数 とした (方程式37)｡推計

されたパラメーターから,前者の効果の方が大

きいことが分かる｡

また,ここでも労働者数については生産の増

加関数としてのみ特定化されている (方程式36)｡

6 運輸業ブロック

運輸業における ｢生産｣は貨物輸送量と旅客

輸送量によって決まるはずであるから,この両

者を説明変数 として,｢運輸業生産｣を決定 し

ている (方程式39)｡ただし,前者の説明変数

である貨物輸送量は,鉄道輸送量と自動車輸送

量 (どちらもトンキロ単位)との合計であり,

これを単純合計 しているのはどちらの輸送手段

であっても利用者にとっては効果が同じである

ため輸送料金 もほぼ均等化する,との想定から

である｡ ただ,この鉄道輸送量は内生変数とし

て説明することができず,後者の自動車輸送量

のみが商業総生産と主要道路輸送車両の関数と

して推計 されている (方程式40)｡なお,この

主要道路輸送車両 も商業総生産からモデルでは

決定 している (方程式42)｡

また,他方の旅客輸送量は旅客の支払い能力

に依存するという意味で自治区内の労働者総所

得の関数 とした (方程式41)｡自治区外からの

観光客の輸送需要がカウントされていない問題

は今後解決 したい｡労働者数については,他 と

ほぼ同様 に,生産額の関数 として導いている

(方程式43)0

ⅠⅠ モデル･ワーキングとシミュレーション

それでは次に,以上のような構造 として構築

した新選自治区モデル第一次モデルのワーキン

グをチェックし,予測を初めとするシミュレー

ションを行ってみたい｡

1 ファイナルテストの結果

まずは,ファイナルテス トであるが,特定変

表 1 ファイナル･テストの結果
(各変数の平均絶対誤差率 :単位%)

マクロ諸変数

総生産

人口当 GDP

家計消費

労働者総所得

総投資

産業部門別諸変数

第 1次産業

農業

牧畜業

農産品加工軽工業部門

非農産品加工軽工業部門

採掘量工業部門

原料重工業部門

加工重工業部門

建設業部門

商業部門

運輸業部門
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数は1990年からしかなく,この変数を先決変数

とする方程式が存在するので,テス ト期間は

199ト1998年の8年間となった｡その結果を主

要変数について示したのが,表 1である｡

この結果を見ると,予想どおり変動の大きい

投資の説明力が悪いこと,農産品加工軽工業部

門や採掘量工業部門では生産に関してもまだま

だ改善が必要なことが窺われる｡ 今後の課題と

したい｡

2 予 測

しかし,ともかく現状のモデルでできる限り

のことを試みてみるという立場から,まずは中

国政府が長期計画の目標年度とする2010年を最

終年とする予測を行った｡その結果を示す前に,

各外生変数の将来推移に関する想定を述べてお

きたい｡ここでは,上昇傾向にある変数は近年

の上昇率を延長し,安定 していた変数は最近年

の変数のままとした｡具体的には,GDPデフ

レーターと加工重工業を除く4工業部門を最近

年のレベルに固定,以下の変数はそれぞれ括

弧内の伸 び率 とした｡すなわち,耕地面積

(0.88%),農業機械総動力 (4.95%),大家畜

頭数 (0.66%),その他工業生産 (19.9%),加

工重工業減価償 却額 (10.6%),住 宅建設

(14.9%),鉄道貨物輸送量 (8.1%)である｡

なお,伸び率の計算はほぼ90年代のそれを利用

したが,加工重工業減価償却額は伸び率が目

立って低下した1995年以降の平均値を利用した｡

また,ほぼ外資のそれと定義が一致する ｢その

他工業｣の伸び率は1996年以降の平均伸び率で

ある｡ これはこの値が1994年までは0,1995年

は小さなマイナス4)｡そ して,その後に急速に

大きくなっているからである｡

そこでは,次に,表 2によって予測の結果を

見てみよう｡

これによると,まずマクロ変数について総生

産の伸び率よりも家計消費や総投資の伸び率の

4) 論理的には ｢マイナス｣は有り得ない｡その意味で,

この ｢その他工業｣には統計上の不突合が含まれている

と言える｡

5

方が低 くなっていることが問題となるかも知れ

ない｡本モデルは供給型であるため,需要の伸

びが供給の伸びと合わない可能性がある｡ この

点はある種の問題を季むが,①ここ数年の中国

経済と同じく需要不足状態が常態となる,②あ

るいはその原因のために輸出および本土への移

出,それに政府消費といったモデル外の変数の

成長が必要となるものとして予測結果を読みた

い｡なお,総生産の平均成長率が9.0%という

のは,1984年から1990年までの成長率11.2%よ

りも低いが,同年から1998年 までの成長率

7.6%よりも高い｡2000年の中国全土の成長率

は1999年の7.1%を上回るテンポであ り5),他

方で ｢西部大開発｣の本格化により,十分可能

性のある成長率である｡ また,人口当 GDP も

平均7.2%で2010年まで成長すると,最終年で

それはほぼ1998年の3倍となる｡そのような未

来が示されている｡

表 2 2010年までの予測結果

(各変数の年平均成長率 :単位%)

マクロ諸変数

総生産

人口当 GDP

家計消費

労働者総所得

総投資

0

2

3

0

4

9

7

7

9

5

産業部門別諸変数

第 1次産業

農業

牧畜業

工業

農産品加工軽工業部門

非農産品加工軽工業部門

採掘重工業部門

原料重工業部門

加工量工業部門

｢その他｣工業部門

建設業部門

商業部門

運輸業部門

3

3

1

8

7

0

3

4

0

3

5)大西,前掲書による2000年から2010年までの中国全土

の実質成長率は9.6%であった｡これとほぼ同じ成長率

ということになる｡
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しかし,この予測 も産業部門別に見るとより

複雑となる｡ 産業大分類で見ると,商業部門や

運輸業部門での成長が最も高いことが示されて

いるが,これも最近の全国的な傾向と同じであ

る｡ また,この両部門で労働者数では商業部門

は高いが運輸部門での労働者の増加率は低い｡

これは,両部門における生産性の改善可能性の

相違と理解できる｡

また,工業部門の成長率はこの両部門に次い

でいるが,それでも工業部門内部の内部格差の

大きさが目立つ｡新彊自治区の最大の戦略産業

である採掘重工業の伸びは設備投資の増加に

よって高 く維持されるものの,それ以外の ｢独

立採算企業｣の伸びは概 して低い｡ しかし,他

方で ｢独立採算企業｣以外の企業,ほぼ外資で

あるところの企業部門の成長率が極めて高い｡

この部門の生産額は内生化されているわけでは

ないので,この予測結果は前述の外生変数の想

定によるが,それでも1996年以来の急速なこの

部門の成長を反映したものである｡ その意味で,

ここでの各工業部門間の不均等な発展パターン

は現実性を持っている｡

この各工業部門の予測は前述のように過去の

トレンドの延長としての意味を持っている｡ そ

の様子を見るために1990年以降の現実の トレン

ドと予測とをまとめて図示した次の図1と図2

をみて欲 しい｡ここでは,生産を決める最重要

変数であるところの各部門資本ス トック (図

1)と生産 (図2)の推移を図示 しているが,

それによると,まずは資本ス トックの予測がよ

くこれまでの推移を延長していると思われる｡

予測期間において成長率が徐々に低下する非農

産品加工軽工業や原料重工業は確かに,1998年

までの期間でもそうした傾向があるし,予測期

間において成長率が徐々に上昇する採掘重工業

は1998年までの期間にもそうした傾向があるよ

うに見える｡また,予測期間で停滞をしている

農産品加工軽工業も大きく振動しつつ停滞する

傾向にあったと見ることもできる｡ また,予測

期間で減少に転じている加工重工業も大きく振

動した後,そのようになる傾向がビル ト･イン

第20号 (2000.10)

されていたのかも知れない｡

図2で見る生産に関する傾向性はこの図1の

傾向性と考え合わせればよりよく理解できる｡

図1では農産品加工軽工業の予測期間における

停滞を不自然に感 じたかも知れないが,図2で

の1998年期間までの減少を考えればありそうに

も思える｡また,図 2での採掘量工業生産が

1998年の直前に大幅に低下していたことからす

れば,その後の結果としての停滞 (2010年のレ

ベルは1998年のレベルとほぼ同じ)やその原因

としての図 1での予測期間における減少もあり

うることとして理解できよう｡

もしこれらの結果が正しいのであれば,次の

ような教訓がくみ取れるかも知れない｡という

のは,構造転換が求められる工業において,戟

略的な採掘重工業はまだまだ順調に発展するも

のと予測できるが,軽工業および重工業の加工

型工業は何か特別の政策がなければその発展は

止まる｡ これは,非効率部門のリス トラという

要請からすれば必要なことであろうし,それが

1997年頃からのこうした新 しい トレンドを形成

した結果だとも言える｡ ただし,これら ｢従来

部門｣の停滞の一方で,｢その他の工業部門｣,

言い換えると外資を中心とする部門が急速に成

長をしている｡1997年頃からの従来工業部門の

資本ス トックの減少の一部は,国有企業の一部

部門が外資と合弁したことによるものと思われ

るから,その意味でも,｢従来部門｣の予測期

間における停滞は,それが外資との合弁事業に

転換 して行 く過程として理解することもできる｡

政策的には,その過程を推 し進める必要がこう

した形で予測となっているものと理解すること

もできよう｡

3 ｢西部大開発｣による採掘重工業投資と

住宅建設投資の効果

シミュレーションの最後に政策分析をしてお

きたい｡

本モデルはケインズ型の需要決定モデルでは

ないので,財政金融政策の分析に不適である｡

それは前述のように需要不足経済に転換する新
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図 1
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漏出が大 きくなることももうひとつの理由と言

える｡本モデルは,今後新彊政府によって活用

されることを期待 したものであるため,この基

本的考え方は変更できない｡

しかし,それでも採掘重工業に何万元の投資,

原料重工業に何万元の投資 といったように具体

的な計画数字を筆者は持 っていないので,ここ

では仮に以下のふたつの政策分析を行 うことと

した｡一つは,原料重工業 に (1984年価格で

計った実質値で) 2万元の増強投資を毎年行 う

というもの, もうひとつは (同じく1984年価格

で計った実質値で) 2万元の住宅建設投資 (こ

の結果 もちろん総投資 (ITOTAL)も増える)

9

が行われるというものである｡ この1984年価格

2万元 という数字は1998年の中央政府財政補助

の約 1/10である｡ また, シミュレーション期

間は内挿の全期間である199ト1998年 とし,逮

中の経過 も面白いが,表には最終年段階での効

果のみを示 した｡

これによると,やはり供給型モデルであるた

め,住宅投資のような直接に生産に結び付かな

い政策の効果が低いことが分かる｡ しかし,た

とえば,住宅投資でもそれによる所得の増加や

家具需要の増加などで工業部門や農業部門への

波及があるはずであ り,本モデルではそれが表

現できていないという意味では,表 4の数字は

表 3 原料重工業投資の効果 (8年目における効果)

生 産 労 働 者

数増 加 額 基準からの増大率 増 加 数 基準か

らの増大率(万元) (%)

(人) (%)マクロ 20,629 0.8 9,633 0.2

第 1次産業 0 0 0 0

農産品加工軽工業部門 0 0

0 0非農産品加工軽工業部

門 0 0 0 0採掘量工業部門 0 0

0 0原料重工業部門 19,170 5.9 4,155 3.2

加工重工業部門 0 0 0 0建設業部門 1,107 0.4 202 0.

1商業部門 2,547 1.0 4,4

69 0.8運輸業部門 2,796 1.5 807 0.4

表 4 住宅建設投資の効果 (8年目に

おける効果)生 産 労 働 者 数増 加 額 基準からの増大率 増 加 数

基準からの増大率(万元)

(%) (人) (%)マクロ ll,265 0.5 7,8

29 0.1第 1次産業

0 0 0 0農産品加

工軽工業部門 0 0 0 0非農産品加工軽

工業部門 0 0 0 0採掘重工業部門

0 0 0 0原料重工業部門
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過少評価であると理解しなければならない｡

なお,商業部門への生産波及は雇用増に直結

しているが,建設部門への生産波及の雇用への

効果は弱い｡これは波及の多くが民工に吸収さ

れるためであろうと思われる｡ 統計上の ｢建設

業労働者｣に多くの場合民工が含まれていない

ためであるが,これは統計の整備によって解決

されなければならない問題であろう｡ 民工の雇

用も需要波及を通 じて新産の経済に寄与をして

いるからである｡

第20号 (2000.10)

以上,第 1次モデルとしては発表するに足る

結果を得たと思われる｡ ただ,前述のように,

このモデルは,新彊政府および中央政府のより

具体的な政策を検討することを目的とし,また

将来において中央アジア諸国や中国本土とのよ

り詳しい相互依存関係を記述することを目的と

している｡今後とも新彊自治区とは継続的に研

究交流をして行くので,第2次,第3次モデル

で残された課題に迫ってみたい｡
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EQUATIONLISTOFTHEXINJIANGMODEL

(ⅩINJIANG-1)

MACROBLOCK

(1)TOTALPRODUCTION

YR=-289886.0十750568*(YIR+YAR+YCR+YTR+YMR)

(-2.08) (16.21)

Orcutt(1984-1998)R̂2=.98SD=67,133.3DW=2.068 RO=0.438

(2)TOTALPRIVATECONSUMPTION

CPRIVATER=305135.7十568971*(INCOMER)

(4.83) (10A4)

Orcutt(1984-1998)R∧2=.969SD=30.944.0 DW=1.221RO=0.530

(3)PEOPLE'STOTALINCOME

INCOMER=-2914.43+.573213*(YR)

(-.04) (14.55)

Orcutt(1984-1998)R<2=.982SD=35,154.8DW=1.782 RO=0.599

(4)TOTALINVESTMENT

ITOTALR=ⅡTOTALR+IACMTR

(5)加ON-MANUFACTURINGTOTALINVESTMENT

IACMTR=161485.4+.318485*(YAR(-1)+YCR卜1)+YMR(-1)+YTR仁1))

(.96) (2.49)

Orcutt(1984-1998)R(2ニー.02SD=185,554.4DW=1.62 RO=-0.133

(6)TOTALENERGYDEMAND

LOG(ENERGYDEMAND)=I6.51769+.986788･LOG(YR)

仁6.09) (13.22)

OLS (198411998) R̂2=.925SD=.091165DW=1.253

FIRSTINDUSTRYBLOC

(7)PERLANDPRODUCTIONOFAGRICULTURE

YAIRPERLAND=-.154563十118851*(LA/LAND)+.123513*(MACHINE/LAND)

(-1.29) (1.ll) (12.18)

-.071238*(D93)

(-5.90)

OLS (1984-1998)R<2=.953SD=.011463DW=2.099

(8)PRODUCTIONOFAGRICULTURE

YAIR≡YAIRPERLAND*LAND

(9)PRODUCTIONOFSTOCKFARMING

YA2R=137680.1+1545.38*(YMEAT)

(5.16) (2.35)

Orcutt(1984-1998)R(2=.748SD=22,585.5DW=1.498 RO=0.427

(10)PRODUCTIONOFMEAT

LOG(YMEAT)=-ll.1076+2.36563*LOG(ANIMAL)

(-.89) (1.21)
Orcutt(1984-1998)R(2=.95SD=.083694 DW=.526RO=0.866

(ll)TOTALPRODUCTIONOFTHEISTINDUSTRY

LOG(YAR)=.396683+.973127*LOG(YAIR十YA2R)

(7.25) (241.56)

ll
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OLS (1984-1998)R∧2=1.SD=.004143DW=1.463

(12)TOTALWORKERSOFTHEISTINDUSTRY

LA=3357171+.482808*TAR+99000.0*AFTER93

(31.00) (3.45) (1.82)

Orcutt(1984-1998)R<2=.585SD=95,752.1DW=1.952RO=-0.301

MANUFACTURINGINDUSTRYBLOC

(13)TOTALPRODUCTIONOFMANUFACTURINGINDUSTRY

YIR=YILIR+YIL2R十YIHIR+YIH2R+YIH3R+YIOR

(14)PRODUCTIONOFAGRICULTURALPRODUCTSPROCESSINGLIGHTINDUSTRY

LOG(YKILIR)=.553642+.962912*LOG(LILl/KILIR)

(2.24) (1.86)

Orcutt(1989-1998)R<2=.756SD=.223994DW=1.991RO=0.691

YILIR=YKILIR*KILIR

(15)PRODUCTIONOFNON-AGRICULTURALPRODUCTSPROCESSINGLIGHTINDUSTRY

LOG(YKIL2R)=-.646518+.213952*LOG(LIL2/KIL2R)

(-1.81) (1.33)

Orcutt(1989-1998)R<2=.73SD=.087424DW=1.961RO=0.918

YIL2R≡YKIL2R*KIL2R

(16)PRODUCTIONOFMININGHEAVYINDUSTRY

DOT(YIHIR)=7.36623+.277419*DOT(KIHIR(-1))+.322038*DOT(LIHl)

(2.46) (1.63) (1.60)

OLS (1991-1998)R〈2=.381SD=8.03793DW=1.342

(17)PRODUCTIONOFMATERIALHEAVYINDUSTRY

LOG(YIH2R)=.413713+.684043*LOG(LIH2)+.325358*LOG(KIH2R)

(.18) (2.70) (2.81)

OLS (1989-1998)R<2=.814SD=.076974DW=1.251

(18)PRODUCTIONOFPROCESSINGHEAVYINDUSTRY

LOG(YKIH3R)=.374440+.423367*LOG(LIH3/KIH3R)

(2.05) (2.13)

Orcutt(1989-1998)R<2=.752SD=.137239DW=1.099RO=0.722

YIH3R=YKIH3R*KIH3R

(19)CAPITALSTOCKOFAGRICULTURALPRODUCTSPROCESSINGLIGHTINDUSTRY

KILl=KILl(-1)+ⅠILIR*PGDp-DEPILI

KILIR=KILl/PGDP

(20)CAPITALSTOCKOFNON-AGRICULTURALPRODUCTSPROCESSINGLIGHTINDUSTRY

KIL2=KIL2仁1)+ⅠIL2R*PGDp-DEPIL2

KIL2R=KIL2/PGDP

(21)CAPITALSTOCKOFMININGHEAVYINDUSTRY

KIHl=KIHl(-1)+ⅠIHIR*PGDp-DEPIHI

KIHIR=KIHl/PGDP

(22)CAPITALSTOCKOFMATERIALHEAVYINDUSTRY

KIH2=KIH2(-1)+ⅠIH2R*PGDp-DEPIH2

KIH2R≡KIH2/PGDP

(23)CAPITALSTOCKOFPROCESSINGHEAVYINDUSTRY

KIH3=KIH3ト1)+ⅠIH3R*PGDp-DEPIH3

KIH3R=KIH3/PGDP

(24)TOTALINVESTMENTOFMANUFACTURINGINDUSTRY
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ⅠITOTALR≡ⅡLIR+ⅠIL2R+ⅡHIR+ⅡH2R+ⅡH3R

(25)INVEATMENTOFAGRICULTURALPRODUCTSPROCESSINGLIGHTINDUSTRY

IILIR=195779.9-158568.1*(KILIR(-1)/LILl(-1))

(4.60) (-3.43)

OLS (1990-1998) R̂2-.574 SD=21,169.1DW=1.903

(26)INVESTMENTOFNON-AGRICULTURALPRODUCTSPROCESSINGLIGHTINDUSTRY

IIL2R=19627.2-10497.4*(KIL2R(-1)/LIL2(I1))-3027.38*D9798

(2.36) (-1.26) (-1.01)

Orcutt(1990-1998)R<2=.141SD=5,346.99DW=2.567RO=-0.777

(27)INVESTMENTOFMININGHEAVYINDUSTRY

IIHIR=57944.6+.201066*YIHIR(-1)+305903.0*D93

(.63) (1.10) (4.00)

Orcutt(1990-1998)R(2=.661SD=69,420.3DW=2.074 RO=-0.297

(28)INVESTMENTOFMATERⅠALHEAVYINDUSTRY

IIH2R=211741.9-44605.6*(KIH2R(-1)/LIH2(-1))

(3.06) 仁1.79)

Orcutt(1990-1998)R<2=.303SD=37,777.1DW=1.586RO=-0.196

(29)INVESTMENTOFPROCESSINGHEAVYINDUSTRY

IIH3R=40478.2-41757.7*(KIH3R(-1)/LIH3(-1))

(2.55) (-1.46)

Orcutt(199011998)R'2=.336SD=8,600.19DW=1.651RO=0.414

(30)WORKERSOFAGRICULTURALPRODUCTSPROCESSINGLIGHTINDUSTRY

LOG(LILl)=9.16618+.250159*LOG(YILIR仁 1))

(6.ll) (2.19)

OLS (1989-1998) R(2-.297SD=.088553DW=1.353

(31)WORKERSOFNON-AGRICULTURALPRODUCTSPROCESSINGLIGHTINDUSTRY

LOG(LIL2)≡20.4830-.880870*LOG(YIL2R仁1))-.392621*LOG(D9798+1)

(21.16) (-10.19) (-7.63)

Orcutt(199011998) R̂2=.755SD=.052023DW=2.164 RO=-0.983

(32)WORKERSOFMININGHEAVYINDUSTRY

LIHl=106860.4+.226721*(YIHIR(-1))

(3.13) (3.20)

Orcutt(1989-1998) R<2=.524SD=22,746.5DW=1.61RO=0.122

(33)WORKERSOFMATERIALHEAVYINDUSTRY

LIH2=55239.9十236886*(YIH2R(-1))

(3.64) (4.15)

OLS (1989-1998)R〈2=.644 SD=8,793.05DW=1.568

(34)WORKERSOFPROCESSINGHEAVYINDUSTRY

LIH3=132952.2+.215327･(YIH3R(-1))-58884.9･(D98)

(13.29) (3.77) (-12.06)

OLS (1989-1998)R(2=.95SD=4,595.53DW=1.882

CONSTRUCTIONINDUSTRYBLOC

(35)PRODUCTIONOFCONSTRUCTIONINDUSTRY

LOG(YCR)=2.60129十523179*LOG(ITOTALR)+.226943*LOG(IHOUSER)

(3.02) (3.62) (1.88)

Orcutt(1984-1998) R∧2=944SD=.082852DW=1.958 RO=-0.092

(36)WORKERSOFCONSTRUCTIONINDUSTRY
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LC=183356.0+.182257*(VCR)

(3.18) (1.03)

Orcutt(1984-1998) R∧2=.191SD=21,725.7DW=1.674 RO=0.787

COMMERCEINDUSTRYBLOC

(37)PRODUCTIONOFCOMMERCEINDUSTRY

LOG(YMR)=-12.0360十1.42740*LOG(CPRIVATER)+.330076*LOG(ITOTALR)

卜5.77) (5.96) (2.75)

OLS (198411998) R̂2=.946SD=.097720DW=1.177

(38)WORKERSOFCOMMERCEINDUSTRY

LM≡146910.3+1.75427*(YMR)

(2.76) (5.59)

OLS (1984-1998) R̂2=.683SD=70,074.3DW=.705

TRANSPORTATIONINDUSTRYBLOC

(39)PRODUCTIONOFTRANSPORTATIONINDUSTRY

YTR=-50414.8+277.052*(BURAIL+BUROAD)+796.626*(PASSENGER)

ト3.16) (1.42) (2.03)

-93162.0*(AFTER93)

(-5.24)

Orcutt(1984-1998)R(2=.914SD=14,547.4DW=1.92RO=一0.177

(40)AMOUNTOFFREIGHTTRAFFICBYTRACK

BUROAD=6.46522+.000185*(YMR)十000518*(TRACK)+50.2242･(AFTER93)

(.56) (1.25) (2.58) (2.42)

OLS (1984-1998) R(2=.974SD=12.1919DW=1.82

(41)TRANSPORTEDPASSENGERBYTRAINANDAUTOMOBILE

PASSENGER≡-93.3291+.000232*(INCOMER)

(-3.12) (8.05)

OLS (1984-1998) R∧2=.82SD=30.7762DW=1.262

(42)AMOUNTOFTRACK

TRACK=30617.9+.649927*(YMR)+95044.3*(AFTER93)

(2.16) (6.57) (8.17)

OLS (1984-1998) R人2=.952SD=17,509.4DW=.864

(43)WORKERSOFTRANSPORTATIONINDUSTRY

LT≡175715.5+.288709*(VTR)

(35.67) (7.33)

OLS (1984-1998) R<2=.79SD=7,767.76DW=1.512

LISTOFVARIABLES

AFTER93 dummyvariable(before92:0,after93:1)

ANIMAL livestock

BURAIL amountoffreighttraWICbytrain

BUROAD amountoffreighttrafficbytrack

CPRIVATER realprivateconsumption

D93 dummyvariable(1993=1,others=0)

D9798 dummyvariable(1997,1998=1,others=0)

D98 dummyvariable(1998=1,others=0)

unit

tenthousand

tenthousandtonkm

tenthousandtonkm

tenthousandyuan

DEPIHl depreciationofindependentpro丘tfirmsofminlngheavyindustry
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tenthousandyuan

DEPIH2 depreciationofindependentprofitfirmsofmaterialheavyindustry

tenthousandyuan

DEPIH3 depreciationofindependentpro丘t丘rmsofprocessingheavyindustry

tenthousandyuan

DEPILl depreciationofindependentproBtfirmsofagriculturalproductsprocessing

lightindustry tenthousandyuan

DEPIL2 depreciationofindependentprofitfirmsofnon-agriculturalproducts

processinglightindustry tenthousandyuan

ENERGYDEMAND totalenergydemand tenthousandtonmeasuredbystandardcoal

IACMTR totalinvestmentexceptforindependent tenthousandyuanatconstant1984price

IHOUSER residentialconstruction tenthousandyuanatconstant1984price

IIHIR investmentofindependentpro丘tflrmSOfminingheavyindustry

tenthousandyuanatconstant1984price

IIH2R investmentofindependentprofitflrmSOfmaterialheavyindustry

tenthousandyuanatconstant1984price

IIH3R investmentofindependentprofitfirmsofprocessingheavyindustry

tenthousandyuanatconstant1984price

IILIR investmentofindependentprofit丘rmsofagriculturalproductsprocessing

tenthousandyuanatconstant1984price

IIL2R investmentofindependentprofitflrmSOfnon-agriculturalproducts

tenthousandyuanatconstant1984price

IITOTALR totalinvestmentofindependentprofit丘rmsofmanufacturingindustry

tenthousandyuanatconstant1984price

INCOMER totalincome tenthousandyuanatconstant1984price

ITOTALR totalinvestment tenthousandyuanatconstant1984price

KIHI capitalstockofindependentprofitfirmsofminingheavyindustry

tenthousandyuan

KIHIR capitalstockofirldependentpro五tfirmsOfminirlgheavyindustry

tenthousandyuanatconstant1984price

KIH2 capitalstockofindependentproBtfirmsofmaterialheavyindustry

tenthousandyuan

KIH2R capitalstockofindependentprofitfirmsofmaterialheavyindustry

tenthousandyuanatconstant1984price

KIH3 capitalstockofindependentpro五tfirmsofprocessingheavyindustry

tenthousandyuan

KIH3R capitalstockofindependentprofitfirmsofprocessingheavyindustry

tenthousandyuanatconstant1984price

KILL capitalstockofindependentprofltfirmsofagriculturalproductsprocessing

tenthousandyuan

KILIR capitalstockofindependentpro丘tfirmsofagriculturalproductsprocessing

tenthousandyuanatconstant1984price

KIL2 capitalstockofindependentpro五tfirmsofnon-agriculturalproducts

tenthousandyuan

KIL2R capitalstock of indep en dentprofitfirmsofnon-agrlCulturalproducts

tenthousandyuanatconstant1984price

LA labor force in 丘 rstindu stry

LAND cultiv ated area

person

ha
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LC laborforceinconstructionindustry

LI laborforceinmanufacturingindustry

LIHl laborforceinindependentpro丘tfirmsofminingheavyindustry

person

person

perSOn

LIH2 laborforceinindependentprofitfirmsofmaterialheavyindustry

perSOn

LIH3 1aborforceinindependentprofltBrmsofprocessingheavyindustry

perSOn

LILl laborforceinindependentpro丘tfirmsofagriculturalproductsprocessing

perSOn

LIL2 1aborforceinindependentproRtfirmsofnon-agriculturalproducts

perSOn

LM laborforceincommerceindustry(includinghotelandrestaurants)

perSOn

LT laborforceintransportationindustry(includingcommunicationandwarehousingindustry)

MACHINE totalpowerofagriculturalmachinery

PASSENGER passengertraEic

PGDP GDPdeflatormeasuredbynominalGDP/realGDP

TRACK numberofautomobiles

YAIR productofagriculture

YAIRPERLANDYAIR/LAND

YA2R productoflivestockindustry

YAR productoffirstindustry

YCR productofcommerceindustry

YIHIR productofindependentprofitfirmsofminingheavyindustry

YIH2R productofindependentprofitfirmsofmaterialheavyindustry

person

kw

tenthousandpassenger一km

1984=1

unit

tenthousandyuanatconstant1984price

tenthousandyuanatconstant1984price

tenthousandyuanatconstant1984price

tenthousandyuanatconstant1984price

tenthousandyuanatconstant1984price

tenthousandyuanatconstant1984price

YIH3R productofindependentprofitfirmsofprocessingheavyindustry

tenthousandyuanatconstant1984prlCe

YILIR productofindependentpro丘tfirmsofagriculturalproductsprocessing

tenthousandyuanatconstant1984price

YIL2R productofindependentpro丘tfirmsofnon-agrlCulturalproducts

YIOR productofnon-independentpro丘tfirmofmanufacture

YIR productofmanufacturlngindustry

YKIH3R YIH3R/KIH3R

YKILIR YILIR/KILIR

YMEAT outputofpork,beefandmutton

YMR productofcommerceindustry

YR grossdomesticproduct

YTR productoftransportationindustry

tenthousandyuanatconstant1984price

tenthousandyuanatconstant1984price

tenthousandyuanatconstant1984price

tenthousandton

tenthousandyuanatconstant1984price

tenthousandyuanatconstant1984price

tenthousandyuanatconstant1984price


